
布地における色彩と光沢

第二報光電測定と視感測定の比較

木曽山かね・赤池　照子

緒 言

　各種物体の表面の光沢は色彩と共に重要な要素である。光沢のことを通常つやと呼ぶがつやとは

どのような内容のものか，必ずしも明らかでないことは前にものべた。近来の化学繊維の進展にと

もない織物の光沢の問題も一層複雑多岐になってきた。我々は今回も前回に引つづいて・このつや

の問題を考えたいと思う。

　前回は村上色彩技術研究所製のGloss　Meter　GM－3を用いて・在来の繊維と化学繊維とどのよ

うな相異を示すか，鏡面光沢度を測定し，そのよみと視感で得たつやの相違及色彩の関係とを考慮

してみた。

　今回はA．K．A．光電管比色計を用いて・拡散反射率と白色度をみ更に自然光と螢光灯・及普

通電球下における布地の光沢を視感測定し合せて考察した。

実験の材料
実験用布は前回と同じ材量を用い，色彩が等しく材質が異るものと，材質が等しくして色彩の異

るものを用意した。色椙と地質は第1表の通りである。

　　第1表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「一一n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　　　　　　　　　　相
　　色　　　　　名　　　　地　　質　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マンセル記号‘Y
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Rayon　　　　　45％
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綿Broad
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0．3164
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0．2975
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　Pink

Sky　Blue

　Blue

　市　　　　　販

Acetate　Satin

5・OR　8／4

2・5B　　8／4

5・OPB　　3／6

Salmon　Pink

　Orange

Beaver茶

　　Blue

　　黒

　帝　　　　　人

Acetate　Satin

1　10．o　RP　6／10

　7・5YR　8／6

　2・5YR　4／2

10・OB　3／4

0．3654

0．2528

0．2222

0．4093

0，3992

0．3615

0．2274

0．3005

0．3310

0．3011

0．2051

0・5040i

O．4410

0．0433

O．3093

0．3731

0．3321

0．2327

0．2988

0．4090

0．5515

0．1196

0．0614

0．0176

　　註　JISZ　8701－1958による色表記はGENERAL分光光度計による測定結果より算出す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測　　定　　器

　光沢の測定にはコタキ製作所製のA・K・A・光電管比色計・5号D型を使用した外観及構造は次

の第1図の通りである。

　　1図　　　　　　内　　部　　構　　造　　　　　　　　　　A・K・A・光電管比色計5号D型外観
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　色彩の測定の為には日本化繊検査協会，中央検査所の

GENERAL　EIectrlc　recording　spectro　photometerを’

用いた。

　視感測定用の暗箱の略図は第2図の通りである・

実験の方法

2図　暗　箱透視　図

光源

のぞき窓

　準備は次の通りである。先ず視感測定用の実験用布は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料　　〆
Y幅二分の一sの長さで長さ30cmに切る。光電測定用

には3cm直径の円型に切った試料5枚宛用意する。

視感測定は北窓散光光線下の照度250Luxの個所に暗箱を置き光源は100　W普通電球及蛍光灯

40W2本を用い明視距離を40　cmになるようにして，自然光線下と暗箱の中と各々に試料をなら

べる。試料のBackは無彩色とする。試料のならべ方は同色異質のものは綿Broad，絹55％Rayon

45％の交織Satin，　Acetate　Satinの1頂に・試料をたてにならべ，帝人Acetate　Satinのgroupは

次のような色相の順にならべた。先ずSalmon　Pink，　orange，　blue，　Beaver色の茶，黒の順にた

てにならべ，市販のAcetate　SatinはPink，　Sky　Blue，紺の順に配列する。

　実験の方法は暗箱ののぞき窓を試料のほぼ薩上と45°の角度にもうけてあるので・その位置から

観察し，同様，自然光線下にならべられた試料も観察し，其の光沢の状況の大小をABCDEに

よって評価した。同色異質のgroupは臼灰黒の各々のgroup別毎に，同質で色相の異るgroup

は帝人と市販とにわけ，又布目のたて，よこ，斜に位置をかえ実験観察は著者等2人が行った。

　光電管光度計による測定は次の通りである。

測　定　準　備

　a　先ず各スイッチ及び調節器のツマミが次の位置にあることを確めること。砲源スイッチ（切）

竃流計切換（下部）感度調節”粒”　（0）倍率切換（0）光源スイッチ（切）零点調整”細，粗”

及び感度調整”細”は略中閻

　b　電源電圧が規定内（85－110V）にあるかどうかを附属のmeterで調べる。もし規定以外の

場合は補助トランス（Slider）で規定内になおすこと。この補助トランスは300　W以．Lがよい。次

にもしまだ狂っていたら，meterの機械的0点を合せる。然る後電源スイッチを入れて，約20分

より25分間放置する。これは増幅器が安定する為の時間である。

測

　1．

　2．

　3．

　4．

　5．

　6．

　7．

　8．

　9．

10．

11．

定　　法

試料を入れる。

光源スイッチを入れる。

meterの切換スイッチを上部に上げる。

感度切換をAに

filterのdialを廻し15に調節する。

filterの種類に含せて光電管切換をアンチモンに合せる。

絞りを切って0に合せmeterを見ながら絞りを開いて100％に合せ止める。

感度調整の”細”を廻して100％に合せる。

Shutterを開閉し，　Shutterの閉めた時は0点に開いた時は100％に合せる。

meterのよみをとる。

1試料5回宛測定を行い，平均値を出す。
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実験結果及考察

A．K，A．光霞管比色計による測定結果は第2表の通りである。

第2表　A・K・A・光電管光度計による測定結果

色1地 質1 1幾身劇光劇地則色 名 獲身劇光度
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　次に示す第3図は帝人Acetate　Satin及び，市販Acetate　Satinの同質異色の場合との結果

で，同じ質の糸，同じ組織，同じ染料であるから，又光沢も同じはずであるが，測定結果は前回の

鏡面光沢度の折と同じ傾向で明度の高い淡い色が，拡散反射率が高い。市販のAcetate　Sati11はli・，il

質のものであるが，淡いSky　Blueが一番拡散反射率が高い。

　次の第4図は同色異質の場合を示しており，これによればAcetate　Satinが何れも拡散反射率が

高く，Silk　55％Rayon　45％のSatinが次いで，綿Broadが最もひくい。
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これ等色相の分光反射率曲線は紀要第2集に示したので今回は1略す。
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　　　　　　　木曽山・赤池　　布地における色彩と光沢第二報光電測定と視感測定の比較

　視感測定結果は次の第3表の通りである。この視感測定の場合一つのgroupで・最もつやのよ

いのをAとiABCと順次評価した。したがつて3枚を比較するgroupと5枚を比較するgroup

とできたが，これはあく迄もそのgroupの中での評価の規準である・又表の中に45°・90°とある

　　　　　　　　　　　第3表　布の光沢度の視感測定結果（同色異質の場合）

　　　自　　然　　光
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　　註　数字は　Aは3点　Bは2点　Cは1点として評価し，分類算出したもの

のは観察の角度で，90°とあるのは試料の真上つまり法線上で測定したものであり・45°とあるのは

法線」二より45・の角度より観察した。以上の観察の結果によると・布目の方向により大分変化が出

ている。同色相で，異質の場合つまり綿Broad，　Acetate　Satin，絹55％Rayon　45％の交織Satin

の比較では，天然光線下においては，90°の角度でみた場合も45°の角度でよこ地をみた場合も絹と

Rayonの交織Satinが，　Acetate　Satinよりつやがよいという結果がでている・これと同様のこと

が蛍光灯下において，たて地と斜地を45°の角度より観察した場合にみられ・無彩色の中黒は白や

灰より一一一i層その感じがつよい。これが普通電灯下の黒地においてよくわかる。この表の評価を便宜

上Aを3点，Bを2点，Cを1点として，色も布目の方向も角度もすべてまとめてみると・右側の

数字の通りとなり，Acetate　Satinが1位で43％，次が交織，次が綿Broadの順となった・しか

し色相別にみると黒地は交織Satinの方が高率である。

　次の第4表も視感測定結果があって，Acetate　Satinをまとめたものである・帝人Acetate　Satin

においては，天然光下でOrangeが最もつやがよく，次がSalmon　Pink，茶・Blue，黒となり・

蛍光灯下においては，Beaver色の茶が最もつやがよく・Orangeが次でBlue・Salmon　Pink・黒

の順となっている。普通電灯下では，Beaver色の茶が最もつやがよく次がOrange・Blue・黒・

Salmon　Pinkの順であって，光電管光度計の測定のように，明度の高いものが拡散反射率が高い

という結果とはならない。市販Acetate　Satinは極端な差異は見出し得なかった・次の第6表は白

灰黒の無彩色の三種の布地及Acetate　Satinが，普通電灯・蛍光灯・天然光線下において・どれが

つややかにみえるかみたものをまとめた表である。なおこれら視感測定の結果との関係については
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次1σ1においてのべたいと思う。

　　　　　　　　　　第4表　布の光沢度の視感測定結果（同質，色相別の場合）
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註　数字は　Aを5点　Bを4点　Cを3点　Dを2点　Eを1点として評価，算出したもの
　　（市販Acetate　Satinは同じような評価になったので算出せず）

　　　　　第5表

色 地
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布のつやといっても光の吸収によってつくられる場合もあるが，ここでは前回につづき反射する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿34一



木曽山・赤池　　布地における色彩と光沢第二報光電測定と視感測定の比較

場合のっやの問題を考えてみた。実験に取上げた布地の場合，光電管光度計による拡散反射率の結

果は前回の鏡面光沢度の測定結果と似かよったデータが出ている。色の淡い明度の高いAcetate

Satinの光沢度のよみが大きいという結果で，視感測定結果では普通電灯下において，黒地だけ他

の色と異り，自然光線下でみても，ややつやのおちる交織Satinが美しいつやをみせる。自然光線の

下ではどの布地も，人工光線の下でみるより美しいつやを感じ，Acetate　Satin等は人工光線下で

はぎらぎらするいやな光沢をみせる。光電管光度計の測定によると同じ地質の場合拡散反射率は明

度の高い色の布地が率がよいという結果になったが，視感測定によると，あながちその通りでな

い。まして，たて，よこ，斜と明視角度をかえると，また一層変化してくる。

　衣服は着用されて始めて本来の目的を達し，またそれに動きある変化が人の目にうつる。計器の

下の測定実験試料の如く常に静止していない。このようなことから次回はもっとも身近かな問題を

とらえて，この色彩と光沢の研究をすすめてゆきたいと考える。終りに御指導御助言下さった東京

工大紡織学科教授東昇博士，東京家政大学教授宮下孝雄先生，測定にお力添下さった，大阪化繊検

査協会中央検査所第2課長遠藤啓先生，東京工大紡織学研究室小島様に感謝いたします。
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